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１．はじめに 陸上のヤードであらかじめ多数のブロックを製作し、それを架設現場においてつなぎ合わせ

るプレキャストブロック工法(PC 工法)を用いた沈埋函や橋梁などを建造することが提案されている。地震や

不等沈下などによるねじりモーメントが発生するときがあり、ねじり耐力の確保について検討が必要である。

また、ねじりを受ける PC 部材の力学的性質は曲げ、せん断、軸圧縮力などを受ける PC 部材に比べて、不明

な点が多く、基本的なねじり特性や力学的挙動についても検討が必要である。前回、せん断補強筋なし PC

梁のねじり載荷試験に続き、今回、せん断補強筋を配置し、新たな試験を行った。この試験結果および前回

試験結果との比較について述べる。 

２．試験の概要 図－1 に試験体の形状寸法を示す。試験体の長さは 1000mm で、断面は 150mm×150mm で

ある。試験体は、Φ5 の PC 鋼棒 4 本、Φ6 のせん断補強筋を配置してある。各試験体へのコンクリートへの

導入プレストレス量は 1.5、1.0、0N／mm2 である。図－２に載荷装置の概要を示す。載荷方法として、上部

支圧板の張りだし梁の載荷治具を介して、センターホール油圧ジャッキにより加力し、両端に大きさが等し

く方向が逆向きのねじりモーメントを与えた。図－３にねじり率の測りかたを示す。表－1 に各試験体の一

覧を示す。                                                
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表－１ 試験体の一覧表 

試 験 体 PC－1 PC－2 PC－3 PC－4 PC－5 PC－6

接 合 部 なし なし なし あり あり あり 

PC 導入量 0 1 1.5 0 1 1.5 
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図－1 試験体の寸法 単位：mm 

図－２ 載荷装置と実験風景 

 

 

 

                                 図－３ ねじり率の測りかた 
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図－２ 実験装置と実験の風景 
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３．載荷試験の結果  

（１）ねじりモーメントとねじり率 図－４に今回のせん断補強筋ありの試験体、図－５に前回のせん断補

強筋有りの試験体のねじりモーメントとねじり率の関係をそれぞれ示す。プレストレス導入量が増すととも

に最大ねじりモーメントは接合部の有無、せん断補強筋の有無、いずれのタイプにおいても増す結果がでた。

接合部無しの試験体では、ねじり率はおおよそ比例関係を保ちながら増加し、その後も傾きがやや緩やかに

なりつつも増加した。せん断補強筋なしの試験体は最大荷重を境にねじりモーメントは急激に減少し、ひび

割れの伸展と伴って、耐力を失った。一方、せん断補強筋ありの試験体は最大荷重を超すとねじりモーメン

トがある程度落ちた後、せん断補強筋の働きで、大きさを保ちながらねじり率のみが増加を続けて、一定の

耐力を持つことがわかった。接合部あり試験体では、最大荷重まで曲線の傾向が見られない。せん断補強筋

ありの PC－6 試験体のみは最大荷重を超えてもねじりモーメントがあまり落ちずに、ねじり率の増加を続け

た。ほかの試験体は最大荷重を超すと接合部が破壊し、ねじりモーメントが急激に減少し、破壊に至った。 
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    図－４ せん断補強筋あり試験体          図－５ せん断補強筋なし試験体 

（２）ひび割れ発生状況 接合部なしの試験体の破壊パタンはほぼ同じである。ひび割れの方向はほぼ 45

度で、引張主応力の直角方向と一致する。せん断補強筋あり試験体はせん断補強筋の働きで、ひび割れの数

はせん断補強筋なし試験体よりはるかに多い。接合部ありの各試験体のひび割れ発生状況がプレストレス導

入量、せん断補強筋の有無によって、それぞれ違う。プレストレス導入量が 0 N／mm2 の試験体はひび割れ

が接合部に集中し、接合部の破壊によって、耐力が失った。プレストレスの導入ある試験体は接合部にひび 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

    図－６ 接合部なし試験体 PC－１         図－７ 接合部あり試験体 PC－５ 

割れが発生したほか、試験体全体にわたって、ひび割れも発生した。図－６に接合部なし試験体 PC－１、図

－７に接合部あり試験体 PC－５のひび割れ図を示す。 

４．まとめ （1）接合部あり PC 梁のねじり耐力が接合部なしのねじり耐力に対して 5、6 割低い。（2）プ

レストレス導入量が大きいほどねじり耐力が増加する。（3）PC 梁のねじり破壊は急激に生ずる、ねじり剛性

はひび割れ発生後急激に低下する。（4）せん断補強筋の配置により、PC 梁のじん性増加が得られる。 
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